
 
 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況により、中止になる場合があります。 

【問合せ先】 古賀市教育委員会 青少年育成課   電話 ９４２－１１７２ 

古賀市に住んでいる小中学生なら誰でも参加できます！ 

 マスク、ハンカチ、水筒は必ず持参してください。 

★時間：１０時～１２時（９時４５分受付） ★要申込 

開催日：１２月１０日（土） 

場 所：リーパスプラザこが交流館 102工芸室 

参加費：無料 

募集人数：２０人 

汚れても良い服装で来てください 

11/7（月）から申込受付開始 ☛ 

 子どもアート教室 

アート教室で紹介した作品の作り方を、市のホームページや教育委員会フェイスブックでも紹介しています！お家でも挑戦してみてね！ 

 

開催日：１月１４日（土） 

場 所：リーパスプラザこが交流館多目的ホール 

参加費：無料 

募集人数：２４人     

持参品：ハサミ、定規 

動きやすい服装で来てください 

12/1（木）から申込受付開始 ☛ 

（12 月申込） 
（1月申込） 
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２０２２年１１・１２月 

 発泡スチロールはんこ 
作って遊ぼう！② 
～モルックに挑戦～ 

ど こ：リーパスプラザこが 大ホール、交流館 

受付：9 時から リーパスプラザこが 交流館 正面玄関 

     ※参加団体は 8 時 50 分から 中央公民館 文化協会側入り口 

ステージでの太鼓演奏やダンス発表、 

交流館の各部屋ではいろいろな体験ができるブースが 

たくさんあるよ！ 

今年のステージの司会は古賀東中学校の生徒さんが担当 

してくれます。詳しくは学校からのお便りかメールを見てね♪ 

い つ：令和４年１１月２７日    9：30～12：00 

【問合せ先】 古賀市教育委員会 青少年育成課   電話 ９４２－１１７２ 

 
スタンプラリーに挑戦して景

品をゲットしよう☆ 
 

マスク着用で 

来てね！ 



 

  冬休みれきし体験パスポート 
 

歴史資料館で冬休みれきし体験パスポートを開催します。 

歴史クイズなどにチャレンジして楽しく古賀の歴史を学ぼう！ 

参加した人にはささやかなプレゼントを用意しています。 

い つ：令和４年１２月２３日（金） 

～令和５年１月９日（月祝） 

1０時～１８時 

ど こ：歴史資料館 

だ れ：小中学生（申込不要） 

参加費：無料 

事業の開催にあたって、新型コロナウイルス感染症の影響

により、内容が変更になる場合があります。 

 

【問合せ先】市立歴史資料館  
電 話 ９４４－６２１４（10 時～18 時） 

休館日 12/26（月）、12/28（水）～１/４（水） 
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古賀市青少年支援センター 

場所  古賀市役所第２庁舎 2 階 
電話  ９４３－２６１５ 

（月～金 8：30～17：00） 

E メール soudan@city.koga.fukuoka.jp  

【青少年支援センターで相談できない時間での相談は】 

24時間子どもＳＯＳダイヤル：０１２０－０－７８３１０ 

 

 

ひとりで悩んでいませんか？ 
 

そんな時は、古賀市青少年支援センター 

の相談員と話してみませんか？ 

電話や面談、メールなどで 

相談ができます 

シリーズ③    「優しい街」ってどんなまち？   

～点訳奉仕「ルイの会」さんに聞きました～ 

私たち「ルイの会」は、視覚障がいの方から依頼を受け、文書を点訳する活動をして 

います。点訳とは文字を点字に翻訳する事です。 

みなさんが目で見て読書をするように、視覚障がいの方は、点字を指の腹で読み取って 

読書をしています。 

今回は、視覚障がいの方への理解を深めて欲しくて、次の２点についてお話したいと思い 

ます。 

①白杖を使って歩いている人を見かけたことがありますか？  

視覚障がいの方は白杖を使って歩行しています。 

白杖を上にあげたら、SOS のサインです！！そんな時は、急に体に触るのではなく、正面から声をかけてあげてください。 

また、誘導をしてあげる時は、自分の肘や肩を持ってもらい、ゆっくり歩きながら誘導してください。 

②災害が起こって避難所に避難した時 

  視覚障がいの方は、初めての場所はどこに何があるのか全くわかりません。トイレに行くのも大変です。 

  そして、掲示板に張り出される情報も読むことができませんのでわかりません。 

  みなさん、ぜひ積極的に話しかけてください。また、世間話をしてもらうのも、緊張が和らぎ効果的です。 

 

点字ブロックの上に自転車を止めないなど、みんなの小さな心遣いが、優しい街をつくります 

点訳奉仕ルイの会 

代表 柴田智子さん 
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